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【チェック項目】　---------------------------------------------------------

【提出時に本チェック項目を全て確認すること】
☐　テンプレートの章立てを遵守すること
☐　赤文字による指示文は提出時に削除すること
☐　全ての図に図番号と図タイトルをつけること
☐　全ての表（リスト）に表番号と表タイトルをつけること
☐　全ての数式に数式番号をつけること
☐　図番号は図の下部，表番号は表の上部に記載し，図表とも左右中央寄せにすること
☐　数式番号は数式と同じ行の右端に寄せること
☐　本文の文章は「である調」で統一すること
☐　本文の文章はフォントの種類とサイズを統一すること
（見出しや図表中のフォントは異なっても良い）
☐　本文の文章はむやみに改行しないこと
（内容や話題が大きく変わる場合にのみ，改行して段落を分けること）
☐　段落の最初は全角空白を1文字入れること
☐　段落と段落の間に空行を空けないこと
（見出しや図表の前後は空行を空けてもよい）
☐　ページ番号が正しいか確認すること
（表紙のページ番号は不要で，次のページから1ページ目が開始される）
☐　表紙の全ての項目を記入し，チェックボックスにチェックをすること
☐　レポートファイルはPDF形式に変換してから提出すること
1 レポート課題の概要
【赤字はレポート作成の際にすべて消すこと】
本レポート課題の概要について述べること．必須課題1と必須課題2の概要についても述べること.
2 LU分解
LU分解について数式，図，例などを用いて詳細に説明すること
3 必須課題1
3.1 モジュール説明
本課題で作成したベクトルモジュール，行列モジュール，LU分解モジュールのプログラムを掲載し，全ての構造体，関数を説明する（一覧表を作成しても良い）．
3.2 実験結果
実行結果のスクリーンショットを掲載し，説明すること．
3.3 考察
必須課題1の結果について考察すること．
4 必須課題2

4.1 連立方程式とその解
与えられた２つの連立方程式を示し，手計算で得られた解とプログラムで得られた解を示すこと．なお，手計算の計算過程・結果は撮影し画像として掲載しても良い．
4.2 考察
プログラムの実行結果と手計算による結果を比較し，なぜこのような結果になったかを考察する．今回の結果の原因究明には，デバッガを使用し，その過程を掲載すること．（本課題はプログラミングを主としているため，数学的な説明のみは不可）
5 オプション課題
書式自由．未実施の場合はこの章を削除すること.
参考文献
参考文献の正式な書き方に従って，参考にした文献一覧を掲載すること.
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